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佛
足
石
記
文
の
撰
述
態
度
に
つ
い
て

|
r
目
域
備
」

0
5
1
用
用
に
関
し
て
1

奈
良
市
西
ノ
京
の
薬
師
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
佛
足
石
の
周
囲
に
刻
ま

れ
た
記
文
に
つ
い
て
は
、
『
古
京
遺
文
注
釈
」
（
注
一
）
で
そ
の
注
解
を

試
み
た
。
し
か
し
、
不
満
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
目
下
掘
り
起
こ
し
の

作
業
を
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
作
業
過
程
に
お
け
る
中
間
報
告
で
あ

る。
佛
足
石
記
文
に
つ
い
て
先
ず
そ
の
概
略
を
示
し
て
お
く
。
佛
足
石
の
上

平
面
に
佛
足
跡
が
刻
ま
れ
、
そ
の
四
周
に
刻
字
が
あ
る
。
こ
れ
が
佛
足
石

記
文
で
あ
る
（
注
二
）
。
正
面
（
こ
れ
を
A
面
と
す
る
）
は
佛
足
跡
礼
拝

の
霊
験
・
功
徳
を
『
西
域
得
』
『
観
佛
三
昧
経
」
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て

説
く
も
の
で
あ
る
。
左
側
面

(
B
面
と
す
る
）
は
佛
足
跡
を
彫
る
に
至
っ

た
由
来
縁
起
で
、
天
平
勝
賓
五
年
（
七
五
三
）
七
月
に
彫
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
裏
面

(
C
面
）
は
願
文
で
あ
り
、
右
側
面

(
D
面
）
は
三
法
印
の
偶
が
記
さ
れ
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

A
面
の
引
用
書

r
西
域
億
』
に
つ
い
て
は
、
玄
装
詔
壽
・
辮
機
撰
の

『
大
唐
西
域
記
」
と
考
え
ら
れ
る
。
『
徒
然
草
』
第
百
七
十
九
段
に
出
る

「
西
域
伝
」
も
、
『
大
唐
西
域
記
」
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

「
西
域
博
」
と
言
え
ば
『
大
唐
西
域
記
』
の
こ
と
と
見
る
の
が
ま
ず
は
一

般
的
な
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
本
文
は
「
大
唐
西
域
記
』
と
う
ま

く
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。
狩
谷
腋
斎
は
「
興
西
域
記
法
苑
珠
林
暑
同
」

と
注
す
る
が
（
注
三
）
、
同
じ
頃
、
繹
潮
音
は
『
西
域
記
」
『
慈
恩
偉
』

「
繹
迦
方
誌
』
『
法
苑
珠
林
』
や
そ
の
他
の
諸
書
を
博
捜
し
、
「
考
ー
一
紀

文
所
引
—
‘
不
＂
似
ー
ニ
四
域
記
文
—
‘
稽
合
二
釈
迦
方
誌
・
法
苑
珠
林
所

収
文
ー
。
」
と
す
る
（
注
四
）
。
そ
の
後
、
三
宅
米
吉
が
『
法
苑
珠
林
」

を
引
い
て
言
及
し
（
注
五
）
、
菊
地
良
一
が
こ
の
典
拠
を
『
法
苑
珠
林
』

で
あ
る
と
し
（
注
六
）
、
宮
嶋
弘
は
『
繹
迦
方
誌
」
が
最
も
銘
文
に
近
い

が
『
繹
迦
方
誌
』
以
外
に
も

r
大
唐
西
域
記
」
や
類
書
を
参
考
に
し
た
と

考
説
し
た
（
注
七
）
。
以
後
、
保
坂
三
郎
（
注
八
）
・
橘
健
二
（
注
九
）

•
加
藤
諄
（
注
一
0
)
•
松
久
保
秀
胤
（
注
―
一
）
に
若
干
の
考
察
が
あ

る
。
私
は
、
『
古
京
遺
文
注
釈
』
の
中
で
、
「
あ
れ
こ
れ
の
書
を
案
じ
つ

つ
成
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
依
拠
し
た
一
書
が
あ
っ
た
も
の
」
と
推
定
し
、

こ
れ
を
「
侠
西
域
博
』
と
想
定
し
た
。

『
法
苑
珠
林
」
は
、
「
西
域
偉
云
」
と
あ
る
条
（
咎
第
二
十
九
、
聖
迩

贋
閾
~
義
整
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部
第
二
0

r
大
正
新
脩
大
蔵
鰹
』
第
五
十
三
倦
四
九
六
頁
下
段
〈
以
下
、

「
大
正
蔵
•
5
3
•四
九
六
下
」
と
略
称
〉
）
に
出
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

ま
た
『
繹
迦
方
志
」
の
該
当
条
は
、

r大
唐
西
域
記
』
同
様
に
、
「
摩
掲

陀
國
」
（
遺
跡
篇
）
の
箇
所
に
出
て
く
る
記
事
で
あ
る
（
大
正
蔵
．

51
．

九
六
一
中
＼
）
。

r
輝
迦
方
志
』
は
そ
の
序
の
中
で
、
「
彦
踪
著
西
域
億

一
部
十
篇
」
（
大
正
蔵
•
5
1・
九
四
八
中
）
と
他
の
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
は

す
る
が
「
失
於
信
本
」
と
し
て
い
る
の
で
、
『
繹
迦
方
志
」
の
依
拠
本
は

「
玄
柴
著
西
域
億
一
十
二
倦
」
（
同
書
、
「
遊
履
篇
第
五
」
。
大
正
蔵
・

51
・
九
六
九
下
）
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
玄
笑
著
」
の
「
西
域
億
一
十
二

倦
」
と
は
玄
装
の
「
大
唐
西
域
記
』
(
-
十
二
倦
）
に
違
い
な
い
。

『
法
苑
珠
林
」
と
言
い
、

r輝
迦
方
志
』
と
言
っ
て
も
、
共
に
そ
れ
ら

が
引
い
て
い
る
「
西
域
偉
」
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

r
法
苑
珠
林
」

や
『
繹
迦
方
志
』
は
そ
の
所
収
本
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
法
苑
珠
林
』
に
は
、
佛
足
石
記
文
の
A
面
後
半
部
分

(
A
8
¥
1
2
)
及
び

(
A
1
2
S
1
4
)
の
本
文
に
該
当
す
る
箇
所
が
見
ら
れ

な
い
(
「
A
8」
と
は
佛
足
石
記
文
の
「
正
面

(
A
面
）
八
行
目
」
を
指

す
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
様
）
。
こ
れ
が
最
大
の
難
点
で
、
『
法
苑
珠
林
』

に
依
拠
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
宮
嶋
弘
が
言
う
よ
う
に
、

『
繹
迦
方
志
』
の
「
摩
掲
陀
國
」
条
が
一
番
近
い
本
文
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
『
繹
迦
方
志
』
よ
り
も
『
法
苑
珠
林
』
所
収
の
「
西
域

侍
」
の
方
が
佛
足
石
記
文
に
近
い
箇
所
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
私
は
『
侠
西
域
倦
』
（
今
は
散
逸
し
て
残
っ
て
い
な
い
『
西

域
偉
』
）
の
存
在
を
推
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
侠
西
域
博
』
依
拠

と
す
る
私
案
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の

r
古
京
遺
文
注
釈
」
執
筆
時
に
は

r
侠
西
域
億
』

に
全
面
的
に
依
拠
し
て
佛
足
石
記
文
の
「
西
域
億
」
の
条
は
成
っ
た
も
の

と
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
考
察
を
進
め
る
内
に
、
佛
足
石
記
文
の
撰

文
者
（
注
―
二
）
に
お
け
る
整
斉
の
手
が
髪
髯
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

座
右
の
書
は
『
侠
西
域
簿
』
の
一
本
な
が
ら
、
行
文
を
丸
写
し
し
て
行
く

と
い
う
の
で
は
な
く
、
整
斉
し
な
が
ら
撰
文
し
て
い
っ
た
痕
跡
が
見
う
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

A
面
冒
頭
部
の
該
当
条
を
取
り
上
げ
て
、

考
察
し
て
行
く
。

「
大
正
蔵
』
本
文
に
よ
る

r
大
唐
西
域
記
』
『
法
苑
珠
林
」
『
繹
迦
方

志
』
諸
本
と
佛
足
石
記
文
と
の
比
照
作
業
は
済
ん
で
い
る
が
、
紙
幅
上
の

都
合
も
あ
り
、
こ
れ
を
こ
こ
に
掲
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、

A
面
冒
頭
部
の
個

別
事
項
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

【
有
一
大
固
】

(
A
2
)

こ
こ
の
と
こ
ろ
『
輝
迦
方
志
」

r
法
苑
珠
林
」
『
大
唐
西
域
記
』
（
以

下
、
引
用
は
い
ず
れ
も
『
大
正
蔵
』
に
よ
る
）
の
三
本
と
も
に
該
当
本
文

は
「
有
大
石
」
と
な
っ
て
い
る
。
佛
足
石
記
文
だ
け
は
「
こ
が
加
わ
っ

て
四
文
字
に
な
っ
て
い
る
。
援
こ
の
「
こ
の
字
は
、
『
侠
西
域
億
』
に

存
し
た
文
字
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
佛
足
石
記
文
撰
文
時
の
文
飾
で
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
当
該
の
『
西
域
偲
』
に
か
か
わ
る
A
面
の
佛
足
石
記
文
を
省
い

て
、
他
の
本
文
の
字
数
句
を
一
覧
し
て
み
た
の
が
次
で
あ
る
（
注
一
三
）
。
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観
佛
三
昧
願
囲
~
／
／
若
人
／
見
佛
足
跡
／
内
心
敬
重
／
元
量
衆
罪
／

由
此
而
滅
／
今
口
値
園
／
非
有
幸
之
所
致
乎

(
A
6
S
8
)

観
佛
三
昧
経
／
／
佛
在
世
時
／
若
有
衆
生
／
見
佛
行
者
／
及
見
千
輻

輪
相
／
即
除
千
劫
極
重
悪
罪
／
佛
去
世
後
／
想
佛
行
者
／
亦
除
千
劫

極
重
悪
業
／
雖
不
想
行
／
見
佛
迩
者
／
見
像
行
者
／
歩
歩
之
中
／
亦

除
千
劫
極
重
悪
業
／
観
／
如
来
足
下
平
満
／
不
容
一
毛
／
足
下
千
輻

輪
相
／
穀
網
具
足
／
魚
鱗
相
・
次
／
金
剛
杵
相
／
足
眼
亦
有
／
梵
王

頂
相
／
衆
鑑
之
相
／
不
遇
諸
悪
／
是
為
休
群

(A14S20)

知
識
家
口
／
男
女
大
小

(
B
界
外
）
／
三
國
箕
人
浄
足

(
B
界
外
）

／
三
國
圏
人
浄
足

(
B
界
外
）

大
唐
使
人
／
王
玄
策
／
向
中
天
竺
／
鹿
醐
國
甲
／
轄
法
輪
國
／
因
見

跡
／
得
轄
寓
搭
／
是
第
一
本
／
日
本
使
人
／
黄
書
本
賓
／
向
大
唐
國

／
於
普
光
寺
／
得
轄
窯
搭
／
是
第
二
本
／
此
本
在
右
京
四
條
一
坊
醐

院
／
向
醐
院
壇
／
披
見
軸
跡
／
敬
園
罵
搭
／
是
第
三
本
／
従
天
平
勝

賓
五
年
／
歳
次
圏
巳
／
七
月
十
五
日
／
國
廿
七
日
／
井
一
十
三
箇
日

作
了
／
檀
主
従
三
位
智
努
王
／
以
天
平
勝
賓
四
年
／
歳
次
壬
辰
／
九

月
七
日
／
改
王
字
成
・
文
室
箕
人
智
努
／
董
師
越
田
安
万
／
書
寓
軸

石
手
／
口
口
呂
以
足
／
匠
梱
口

□

(
B
1
S
1
7
)

至
心
澄
願
／
為
亡
夫
人
／
従
四
位
下
／
茨
田
郡
主
／
法
名
良
式
／
敬

寓
繹
迦
如
来
藉
跡
／
伏
願
／
夫
人
之
霊
／
駕
遊
入
元
勝
之
妙
邦
／
受

一
乏
聖
口
／
永
脱
有
漏
／
高
證
元
為
／
同
需
三
界
／
共
契
一

箕

(
C
1
S
1
2
)

諸
行
元
常
／
諸
法
元
我
／
涅
槃
寂
静

(
C
1
¥
3
)

A
面
の
『
観
佛
三
昧
鰹
』
（
観
佛
三
昧
海
鰹
）
は
原
典
が
四
字
句
を
基

本
に
し
て
い
る
の
で
決
め
手
に
欠
け
る
が
、

B
面
以
下
か
ら
こ
の
佛
足
石

記
文
は
四
字
句
を
基
本
と
し
て
撰
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
く
る
。
全
て
が
四
字
句
で
は
な
く
、
時
に
六
字
句
や
八
字
句
ま
た
非
整

斉
句
を
混
じ
え
て
い
る
が
、
四
字
句
が
こ
の
佛
足
石
記
文
の
基
本
文
型
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
と
、

r
西
域
億
」
に
近

い
三
本
（
繹
迦
方
志
・
法
苑
珠
林
・
大
唐
西
域
記
）
共
に
「
有
大
石
」
の

本
文
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
四
字
句
と
し
て
の
整
斉
は
、
佛
足
石
記

文
撰
文
時
の
も
の
で
あ
る
と
見
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

【
一
尺
八
寸
】

(
A
3
)

こ
こ
の
箇
所
の
三
本
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
尺
有
八
寸
」
—
|
『
大
唐
西
域
記
」

「
尺
八
寸
」

r法
苑
珠
林
』

「
尺
八
」
『
繹
迦
方
志
」
．

r
大
唐
西
域
記
」
が
四
字
句
の
「
尺
有
八
寸
」
で
あ
る
の
に
、
佛
足
石

記
文
が
「
一
尺
八
寸
」
で
あ
る
こ
と
は
、
佛
足
石
記
文
が
『
大
唐
西
域
記
』

に
依
拠
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
恐
ら
く
『
侠
西
域
偉
』

に
は
「
尺
八
寸
」
或
い
は
「
尺
八
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、
佛
足
石
記
文
の

撰
文
時
に
「
一
尺
八
寸
」
の
四
字
句
に
整
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

【
足
所
踏
慮
】

(
A
4
)

前
稿
（
古
京
遺
文
注
釈
）
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

-43-



「
所
」
を
助
辞
と
見
、
「
所
踏
」
の
二
字
で
「
ふ
む
」
と
訓
み
、
完

了
の
「
り
」
を
訓
み
添
え
た
。

．

．

 

こ
こ
の
箇
所
は
、
一
見
、
「
所
距
」
の
二
字
で
「
ふ
め
る
」
と
訓
む
こ
と

が
可
能
な
よ
う
で
あ
る
が
、
「
所
」
字
の
訓
「
る
」
は
自
発
・
可
能
等
の

意
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
場
合
未
然
形
接
続
の
「
ふ
ま
・
る
」
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
は
完
了
の
意
で
あ
る
か
ら
、
「
所
踏
」
の
二

字
で
「
ふ
む
」
と
訓
み
、
完
了
の
「
り
」
を
訓
み
添
え
て
い
る
と
解
し
た

ふ

め

と

こ

ろ

の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
「
足
〔
ニ
テ
〕
所
踏
ル
慮
」
の
意
と
な
り
「
足
、

所
距
（
ふ
め
）
ル
慮
（
と
こ
ろ
）
」
の
訓
と
な
る
の
で
あ
る
。

靱
こ
こ
の
箇
所
、

「
踏
此
石
上
吾
今
最
後
留
此
足
迩
」
|
|
『
大
唐
西
域
記
』

「

故

距

石

上

之

雙

足

迩

」

『

法

苑

珠

林

』

「

故

踏

石

上

之

雙

跡

也

」

r

繹

迦

方

志

」

と
あ
っ
て
、
「
所
踏
」
の
表
現
は
三
本
共
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
「
所
踏
」
の
表
現
は
、
四
字
句
に
整
斉
す
る
作
業
の
過
程
で
出
て

き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
推
考
す
る
と
、
こ
れ
は
佛
足
石
記
文
撰
文
時

に
お
け
る
整
斉
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
本
邦
の
人
に
よ
る
表
現
と

な
り
、
「
所
踏
」
の
「
所
」
を
「
る
」
と
訓
ま
せ
た
一
種
の
誤
用
の
可
能

性
が
出
て
く
る
。
「
ふ
ま
・
る
」
の
「
る
」
を
、
「
ふ
め
・
る
」
の
「
る
」

に
借
用
し
た
誤
用
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
こ
れ
は
当
初
考
え
た
「
所
踏
」

の
二
字
で
「
ふ
む
」
と
訓
む
の
と
は
違
っ
て
、
誤
用
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
「
所
」
字
に
お
け
る
和
臭
用
法
と
言
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

【
不
信
正
法
】

(
A
5
)

こ
の
句
は
r
大
唐
西
域
記
』
『
繹
迦
方
志
」
『
法
苑
珠
林
」
の
い
ず
れ

の
該
当
箇
所
に
も
存
在
し
な
い
。
『
侠
西
域
億
」
に
依
拠
し
た
句
の
可
能

性
も
あ
る
が
、
撰
文
者
の
手
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
還
生
文
相
】

(
A
5
)

他
本
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
9

,

「
還
平
文
彩
」
|
lー

r
大
唐
西
域
記
」

「
還
平
文
采
」
|
|
r
繹
迦
方
志
」
『
法
苑
珠
林
」

「
還
平
」
の
「
平
」
は
「
平
復
」
の
「
平
」
の
意
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

佛
足
石
記
文
の
「
還
生
」
の
方
が
意
義
が
よ
り
わ
か
り
や
す
い
直
接
的
な

表
現
に
な
っ
て
い
る
。
「
文
彩
」
「
文
采
」
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
難
解
で

は
な
い
が
、
こ
こ
は
当
記
文
中
の
「
輪
制
花
刃
」

(
A
3
)
に
照
応
さ
せ

て
「
文
相
」
と
し
た
と
す
る
長
谷
川
純
子
の
見
解
に
従
う
（
注
一
四
）
。

あ

や

か

た

ち

と
な
る
と
「
文
の
相
」
で
は
な
く
「
文
及
び
相
」
の
意
と
な
る
。
「
相

文
」
で
は
な
く
「
文
相
」
と
し
た
の
は
「
文
彩
（
采
）
」
の
語
順
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
こ
の
箇
所
も
佛
足
石
記
文
撰
文
時
に
r
侠

西
域
簿
」
の
表
現
を
変
え
て
記
し
た
可
能
性
が
出
て
来
る
も
の
と
な
る
。

【又】

(
A
5
)

こ
こ
は
、
佛
足
石
記
文
の
本
文
「
又
捐
□

中
」
を
「
又
捐
圏
固
中
」

と
復
元
し
て
い
る
箇
所
の
用
例
で
あ
る
。
他
本
の
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
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で
あ
る
。「

薗
捐
棄
歿
伽
河
流
」
—
|
『
大
唐
西
域
記
」

「
別
捐
歿
伽
河
中
」
『
法
苑
珠
林
」

『
輝
迦
方
志
」

「
乃
捐
歿
河
中
」

し
か
る
に
こ
の
佛
足
石
記
文
は
「
乃
」
で
も
「
於
是
」
で
も
な
い
「
又
」

に
な
っ
て
い
る
。
「
又
」
は
、
「
復
」
や
「
更
」
の
意
で
使
用
さ
れ
る
字

で
あ
る
（
「
又
、
復
也
。
」
毛
詩
鄭
箋
な
ど
『
経
籍
暮
詰
』
倦
八
十
五
／

「
又
、
猶
更
也
。
」
『
廣
韻
」
去
聾
四
十
九
）
。
「
乃
」
や
「
於
是
」
は

何
の
違
和
感
も
な
い
用
字
で
あ
る
が
、
「
又
」
は
和
訓
「
ま
た
」
に
引
か

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
落
ち
着
か
な
い
用
字
で
和
臭
の
感
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
佛
足
石
記
文
の
撰
文
者
に
よ
る
表
現
辞
の
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
「
又
」
の
字
は
佛
足
石
記
文
中
に
、
も
う
一
か
所
「
又
北
印
度
：
．
」

(
A
8
)
の
所
で
使
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
も
引
用
文
で
は
な
い
撰
文
者

の
用
字
の
箇
所
で
あ
る
。

【
今
現
圏
寓
】

(
A
6
)

佛
足
石
記
文
の
表
現
を
辿
る
と
、
「
昔
阿
育
王
…
…
…
」

(
A
2
)
、

「
近
為
金
耳
國
…
…
…
」

(
A
4
)
、
「
今
現
圏
寓
…
…
…
」

(
A
6
)

と
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

昔
…
…
…
、
近
…
…
…
、
今
…
…
…
。

と
い
う
時
の
観
念
に
基
づ
く
対
比
的
表
現
の
箇
所
で
あ
る
。

「
近
…
…
」
の
表
現
は
『
大
唐
西
域
記
』
や
『
繹
迦
方
志
」
に
、
次
の

通
り
存
す
る
。

「
近
者
設
賞
迦
王
」
『
大
唐
西
域
記
」

「
近
為
金
耳
國
設
償
迦
王
」
ー
ー
『
繹
迦
方
志
』

し
か
し
、
「
昔
…
…
」
・
「
今
…
…
」
に
該
当
す
る
表
現
句
は
『
大
唐
西

域
記
」
と
『
繹
迦
方
志
」
に
は
な
く
て
、
『
法
苑
珠
林
』
は
次
の
通
り
で

あ

る

。

、

又
従
南
行
百
五
十
里
度
歿
伽
河
至
摩
掲
陀
國
。
凰
中
印
度
。
…
中
略

…
。
昔
無
憂
王
作
地
獄
慮
。
…
中
略
…
。
近
為
悪
王
金
耳
毀
壊
佛
迩
゜

…
中
略
…
。
貞
観
二
十
三
年
有
使
圏
寓
迩
来
。

（
『
大
正
蔵
』5
3
•五
0
二
上
）

こ
こ
に
「
昔
無
憂
王
…
…
」
（
無
憂
王
と
は
阿
育
王
の
こ
と
）
、
「
近
為

悪
王
金
耳
…
…
」
、
「
貞
観
二
十
三
年
有
使
圏
寓
…
…
」
の
表
現
が
あ
り
、

「
貞
観
二
十
三
年
」
を
「
今
」
と
す
る
と
、
当
佛
足
石
記
文
に
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
「
貞
観
二
十
三
年
有
使
。
圏
寓
迩

来
。
」
の
一
文
と
佛
足
石
記
文
の
「
今
現
圏
寓
所
在
流
布
」
と
が
対
応
す

る
と
い
う
指
摘
を
、
三
宅
米
吉
（
注
一
五
）
や
加
藤
諄
（
注
一
六
）
が
既

に
行
っ
て
い
る
。
加
藤
諄
に
は
貞
観
二
十
二
年
の
誤
り
で
あ
る
と
の
指
摘

も
あ
る
。
こ
こ
も
佛
足
石
記
文
撰
文
者
の
手
が
想
定
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。

以
上
、

A
面
の
六
行
目
ま
で
に
引
用
さ
れ
る
「
西
域
博
」

(
A
2
)
の

記
事
中
か
ら
佛
足
石
記
文
の
撰
文
者
の
手
を
探
っ
て
み
た
。
単
な
る
引
用

で
は
な
い
「
撰
文
」
の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
こ
の
撰

文
者
の
引
用
態
度
は
、
『
西
域
縛
』
の
次
に
展
開
さ
れ
る
『
観
佛
三
昧
海
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一
上
代
文
献
を
読
む
会
編
「
古
京
遣
文
注
釈
」
（
一
九
八
九
年
二
月
）
。
筆
者

は
こ
の
中
で
「
宇
治
橋
断
碑
」
「
仏
足
石
歌
碑
」
と
共
に
「
仏
足
石
記
」
を
担

当
し
た
。

二
佛
足
石
記
文
の
本
文
は
、
注
一
の

r
古
京
遣
文
注
釈
」
或
い
は
「
佛
足
石
記

・
佛
足
石
歌
碑
本
文
影
復
元
」
（
「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
第
一
号
、
一

九
九
0
年
六
月
）
に
拠
ら
れ
た
い
。
後
者
は
前
者
を
一
部
訂
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
後
者
に
拠
っ
て
い
る
。

三
狩
谷
植
斎

r
古
京
遺
文
」
（
文
政
元
年
刊
、
一
八
一
八
年
）
。
「
勉
誠
社
文

庫
1
」
所
収
。

四
輝
潮
音
「
佛
蹟
誌
」
『
佛
足
跡
紀
文
考
證
」
写
本
。
文
政
二
年
、
一
八
一
九

年。

r
南
都
薬
師
大
寺
佛
足
蹟
碑
文
和
歌
略
註
」
と
共
に
合
本
さ
れ
静
嘉
堂
に

蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
は
こ
の
写
本
に
よ
る
が
、
山
田
貞
雄
・
小
杉
秋

夫
に
よ
る
翻
刻
が
出
て
い
る
。
国
会
図
書
館
本
の
解
題
等
貴
重
で
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
翻
刻
に
誤
植
が
あ
っ
て
使
用
は
注
意
を
要
す
る
。
山
田
貞
雄
・
小
杉

秋
夫
「
慧
海
潮
音
「
仏
蹟
志
」
の
紹
介
」

(
r
成
城
文
芸
」
第
―
二

0
号
、
一

九
八
七
年
七
月
）
。

五
三
宅
米
吉
「
佛
足
石
」
（
「
考
古
學
會
雑
誌
」
一
ー
七
、
一
八
九
七
年
。

r
文
學
博
士
三
宅
米
吉
著
述
集
』
下
巻
所
収
）
。

六
菊
地
良
一
「
佛
足
石
歌
の
研
究
」
（
「
學
苑
」
六
—
五
、
一
九
三
九
年
五
月
）

注

鰹
か
ら
の
引
用
箇
所

(
A
7
)
に
お
い
て
、
よ
り
著
し
く
な
る
の
で
あ

る
（
『
古
京
遺
文
注
釈
』
⑳
「
仏
足
石
記
」
の
「
観
佛
三
昧
暉
国
LI

<
 A
 

6
)
の
条
、
一
八
二
頁
、
参
照
）
。

[
本
学
教
員
]

（
「
立
命
館
文
學
」
一
〇
一
号
、

(
r
國
華
」
七
五
五
号
、

一
九
五

一
九
五
五

(
r
南
都
佛
教
」
六
号
、
一
九

一
九
六

七
宮
嶋
弘
「
佛
足
石
と
佛
足
石
歌
」

三
年
一

0
月
）
。

八
保
坂
三
郎
「
西
京
秦
師
寺
佛
足
石
」

年
二
月
）
。

九
橘
健
二
「
「
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
」
存
疑
」

五
九
年
）
。

1
0
加
藤
諄
「
仏
足
石
ー
日
本
に
お
け
る
ー
」
（
『
古
美
術
』
二
四
号
、

八
年
―
二
月
）
。

一
ー
松
久
保
秀
胤
「
佛
足
石
も
の
が
た
り
」

(
3
)

（
薬
師
寺
刊

r
薬
師
寺
」
七

号
、
一
九
七
0
年一

0
月
）
。

ー
ニ
吉
村
怜
は
、
こ
の
B
面
一
六
行
目
の
「
神
石
手
」
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
な

が
ら
、
そ
の
神
直
石
手
は
書
家
で
あ
り
、
撰
文
者
は
智
努
自
身
で
あ
る
と
し
た

（
吉
村
怜
「
薬
師
寺
仏
足
石
記
と
書
写
「
神
直
石
手
」
に
つ
い
て
」
早
稲
田
大

学
美
術
史
学
会
『
美
術
史
研
究
」
八
冊
、
一
九
七
一
年
三
月
）
。
そ
の
後
私
は
、

『
古
京
造
文
注
釈
」
で
神
直
石
手
が
佛
足
石
記
文
の
撰
文
者
で
あ
ろ
う
、
と
記

し
た
。

―
―
―
―
佛
足
石
記
文
の
表
記
は
異
体
字
の
一
々
ま
で
忠
実
で
は
な
い
が
、
日
本
工
業

規
格

(
J
I
S
)
の
、
一
部
異
体
を
含
む
第
二
水
準
に
入
っ
て
い
る
漢
字
は
そ

れ
に
よ
っ
て
い
る
。
新
旧
字
体
の
混
在
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る

一
四
長
谷
川
純
子
は
三
重
大
学
大
学
院
院
生
（
近
代
文
学
）
で
あ
る
。
大
学
院
科

目
に
お
け
る
発
表
に
よ
る
。

一
五
三
宅
米
吉
。
注
五
に
同
じ
。

一
六
加
藤
諄
。
注
一

0
に
同
じ
。
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